
 

 

  SDGｓ ✖ 知的財産 
～SDGｓ・イノベーション／技術革新・知財の関係性は～ 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 主 催  INPIT 京都府知財総合支援窓口（一般社団法人京都発明協会） 

後 援  近畿経済産業局 ／ 一般社団法人京都知恵産業創造の森（京都産学公連携機構） 

 

第３部 INPIT 京都府知財総合支援窓口の紹介他 16:45～17:00 

    
2020 年 

１月 29 日 14:00～17:00（受付開始 13:30） 

京都経済センター ６階 ６-D 会議室   

（京都市下京区 室町東入函谷鉾町 78 番地） 

定員 60 名 

第1部 基調講演 14:00～15:15 

「ＳＤＧｓを巡る動きと関西ＳＤＧｓ貢献チャレンジ」 

講師： 坂本 りっか 氏 

近畿経済産業局 通商部 国際事業課 国際交流調整官 
 

第 2 部 事例紹介 15:25～16:40 

事例紹介① 「日本のコカ・コーラにおける SDGｓの取り組み」 

講師：柴田 充 氏（日本コカ・コーラ株式会社 技術サプライチェーン本部 

品質・労働安全衛生・環境ガバナンス・環境サステナビリティ部長） 

事例紹介② 「業界団体としてのプラスチック資源循環への取り組み」 

講師：那須 俊一 氏（一般社団法人全国清涼飲料連合会 企画部 副部長） 

INPIT 京都府知財総合支援窓口セミナー 

持続可能な開発目標（SDGs、Sustainable Development Goals）は、2015 年、国連サミットでグロ

ーバルな社会課題を解決し持続可能な世界を実現するための国際目標として採択されました。この目標は、

17 のゴール・169 のターゲットから構成され、発展途上国のみならず、先進国自身が取り組む普遍的なも

のであり、各国が積極的に取り組んでいます。昨今、企業において SDGs と経営を結び付けることで企業価

値を高めるべく先鋭的な取組（特に最先端技術開発）を進めている大企業・ベンチャー企業が多くみられ、ESG

投資を呼び込んでいく重要な課題となっています。政府においても、このような流れを踏まえ、SDGs 推進に

資する施策を策定し、企業等の経営戦略への SDGs の組込みを側面から支援しています。 

今回の SDGｓセミナーでは、SDGｓ・イノベーション／技術革新・知財の関係性について、行政サイド並

びに企業サイドから考え方や取組、貢献等について講演していただきます。 



INPIT 京都府知財総合支援窓口セミナー 

 

 

 

 

 

 

 

◆申し込みについて 

◎定員になり次第締め切りとさせていただきます。 

◎参加証の発行はいたしませんので、当日、直接会場へお越し下さい。 

◎個人情報は，当事業の実施及び主催者からの情報提供のみに 

利用させていただきます。 

◎確認メールが届かない場合は、京都発明協会までご連絡下さい。 

◆申込フォーム：https://forms.gle/5KB1pUESM9LDcvwZ6 

◆E-mail：hatsumei@ninus.ocn.ne.jp 

＊ 件名は「INPIT 京都府知財総合支援窓口セミナー」とし、 

①氏名②企業（団体）名③所属④所在地⑤連絡先電話番号 

⑥E-mail アドレスをご記載の上、ご送信ください。                                                

■お問い合わせ先   

一般社団法人京都発明協会 京都市下京区中堂寺南町１３４ 

TEL : 075−315−8686 e-mail ： hatsumei@ninus.ocn.ne.jp 

 

スマートフォンからのお申込みかこちらから→ 

 

坂本 りっか 氏 

【略歴】2005 年、経済産業省入省、京都大

学法学部卒。これまで大学の研究者と企業を

マッチングする産学連携業務をおもに担当。

2016 年 4 月より、京都市出向。新産業振興

室にてバイオ系ベンチャー支援を行う。 

2018 年 5 月より現職、総務企画部 2025ＮＥＸＴ関西企画室を併

任。SDGs の中小企業向け普及、取組支援を担当し「関西 SDGｓ

キャラバン」等のセミナーを企画開催。昨年開催された SDGs シ

ンポジウムのパネルディスカッションでは、各界代表のパネラー参

加の中、コーディネータを務めるなど、SDGｓセミナーや講演を

通じて SDGｓ理解増進活動を推進。 

京都経済センターへのアクセス 

京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78  

京都経済センタービル６階  

最寄駅 市営地下鉄「四条駅」・阪急「烏丸駅」

市営バス「四条烏丸」 

京都府は、「明日の京都 新中期計画」を策定し、その中で産業革新・中小

企業育成の一環として、「産業集積の更なる拡大と発展を図るため、エコやラ

イフなどの成長産業の集積促進や産学公連携による中小企業の新分野進出、

ベンチャー企業の育成等を推進する」との方針を立てています。これに鑑み、

「SGDｓ ✖ 知的財産」セミナーでは、大企業はもとより中小企業やベン

チャー企業にも参考になるよう、広範囲の技術革新・イノベーションが求め

られる SDGｓの考え方やいろいろな取組について解説し、理解を深めていた

だきます。 

◆ 第一部 基調講演 

SDGｓのベーシックな考え方からいろいろな主体が取り組

む SDGｓ貢献取組の事例を紹介。さらに、SDGｓに掲げられ

た多くの目標と企業活動との関係、イノベーションや技術革新

が求められる背景や、技術開発の帰結として生み出される知的

財産の重要性についても触れます。 

 

◆ 第二部 事例紹介 

企業の活動事例を具体的に取り上げて SDGｓ活動をどう捉え、

SDGs を支える技術開発も含め、どのように実行しようとしているの

か、またどう社会に貢献しようとしているのかについて紹介します。 

 

 

那須 俊一 氏 

【略歴】1993 年 6 月、米国ノースウエスタン大学

ケロッグ経営大学院経営学修士。1997 年、日本コ

カ・コーラ株式会社入社以後、コカ・コーラグル

ープ各社にて調達、経営統合分野を中心に担当。 

2019 年 9 月より全国清涼飲料連合会企画部副部⾧。 

柴田 充 氏 

【略歴】1993 年 3 月大学卒業 大学では大気汚染

が森林に与える影響を研究。住宅メーカーで営業

職を経験した後、環境分野を専門とすることを志 

す。監査法人で環境コンサルタントとしてキャリアを積み、2007 年日本

コカ・コーラ株式会社入社。環境基準(EMS)に合わせた事業オペレーシ

ョンの実行・管理から労働安全衛生まで、全国のボトリング会社と連携

して日本における持続可能な事業活動に取り組む。 

 


